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日
頃
か
ら
愛

知
県
公
立
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
活
動
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
２
年
度
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
安
城

農
林
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
黒
田
で
す
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
４
月
初
め
か
ら
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控

え
る
と
と
も
に
、
学
校
等
も
年
度
初
め

か
ら
２
か
月
近
い
休
校
等
の
措
置
が
取

ら
れ
、
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

の
総
会
も
書
面
決
議
の
み
の
開
催
で
、

皆
さ
ん
に
御
挨
拶
が
で
き
ず
残
念
に

思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
３
月
に
引
き
続
い
て
の
長
い

休
校
の
間
に
は
児
童
生
徒
、
保
護
者
共

に
大
変
不
安
な
日
々
を
送
ら
れ
た
と
思

い
ま
す
。
幸
い
、
６
月
よ
り
授
業
が
平

常
再
開
さ
れ
、
一
安
心
さ
れ
た
ば
か
り

だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
２
か
月
の
間

に
親
御
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
子
供
達
も

新
年
度
の
学
校
生
活
に
慣
れ
る
事
や
学

習
の
遅
れ
等
に
よ
り
、
大
変
な
ス
ト
レ

ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

必
要
単
位
数
の
取
得
等
の
た
め
に
夏

季
・
冬
季
の
休
み
の
短
縮
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
等
の
中
止
に
よ
り
部
活
動
等
の
成

果
が
発
揮
で
き
な
い
な
ど
、
ま
た
進
学
、

就
職
等
の
不
安
等
、
多
く
の
問
題
が

あ
り
、
さ
ら
に
多
く
の
ス
ト
レ
ス
が
皆

さ
ん
に
降
り
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
中
の
生
徒
の
皆
さ

ん
が
同
じ
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
個
々
が
「
思
い

や
り
の
心
」
を
も
っ
て
、
互
い
に
協
力

し
合
っ
て
困
難
に
打
ち
勝
っ
て
く
だ
さ

い
。
将
来
、
今
回
の
努
力
が
き
っ
と
皆

さ
ん
の
糧
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
御
さ
ん
に
お
い
て
は
、
教

育
者
、
緒
方
甫
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
た

『
子
育
て
の
四
訓
』

　「
乳
児
は
し
っ
か
り
肌
を
離
す
な
」

　「
幼
児
は
肌
を
離
せ
、
手
を
離
す
な
」

　「
少
年
は
手
を
離
せ
、
目
を
離
す
な
」

　「
青
年
は
目
を
離
せ
、
心
を
離
す
な
」

に
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
不
安
か
ら

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち
に

対
し
、
親
の
思
い
を
ぶ
つ
け
る
の
で
は

な
く
「
思
い
や
り
の
心
」
を
持
っ
て
接

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
機
会
に
、
高
Ｐ
連
が
推
進
す
る

『
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ
な
が
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
』
の
中
で
、
皆
様
と
と
も
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

愛
知
県
高
Ｐ

連
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は

日
頃
か
ら
、
本

県
学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
て
多
大
な

る
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
先
日
、あ
る
新
聞
の
文
化
欄
に
、

霊
長
類
研
究
の
第
一
人
者
で
京
都
大
学

学
長
の
山
極
寿
一
氏
に
よ
る
寄
稿
文
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で

氏
は
、
こ
の
数
百
万
年
の
間
に
人
類
が

相
互
に
信
頼
の
輪
を
広
げ
つ
つ
進
化
し

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
近
距
離
で
対
面
し
、

親
密
度
を
高
め
る
「
密
集
・
密
閉
・
密

接
」
の
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
状
態
の
最

た
る
様
式
で
あ
る
「
食
事
」
を
社
会
的

手
段
と
し
て
活
用
し
て
き
た
か
ら
で
あ

り
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
契
機
に
、
こ
の
距
離
感

の
意
義
を
再
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
主
旨
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
は
、
年
度
当
初
か
ら
約
２
か

月
間
の
臨
時
休
業
を
経
て
、
６
月
初
め

か
ら
教
育
活
動
を
再
開
し
て
お
り
ま
す

が
、
山
極
氏
の
指
摘
と
同
様
に
学
校
教

育
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
緊
急
事
態
に

臨
み
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
皆
様
、

そ
し
て
私
た
ち
教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
存
在

で
あ
っ
た
、
人
と
人
と
の
交
流
を
軸
と

し
た
授
業
や
学
校
行
事
、部
活
動
な
ど
、

一
つ
一
つ
の
教
育
活
動
が
持
つ
意
義
の

大
き
さ
を
、
図
ら
ず
も
再
認
識
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

そ
の
意
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
学
校
教
育

に
お
け
る
新
た
な
「
距
離
感
」
を
ど
う

つ
く
り
だ
し
て
い
く
の
か
知
恵
を
出
し

合
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
ま
す
が
、

学
校
教
育
の
目
的
が
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向

け
て
着
実
な
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
家
庭
と
学
校
が
相
互
に
支

え
合
い
つ
つ
日
々
の
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
御
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
お
け
る「
距
離
感
」

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
長
会

　
　
　
　
会　

長　

柴　

田　

悦　

己

　

思
い
や
り
の
心

　
　

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
会　

長　

黒　

田　

耕　

作

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃

か
ら
本
県
の
教
育
活
動
の
推
進
に
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
に
係
る
県
の
対
応
に
つ
き

ま
し
て
、
特
に
、
学
校
の
休
業
期
間

中
、
御
家
庭
に
お
い
て
、
お
子
様
の
健

康
管
理
や
安
全
確
保
に
御
協
力
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
改
め
て
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
県
立
学
校
に
つ
き
ま
し
て

は
６
月
か
ら
通
常
授
業
を
再
開
し
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
万
全
の
感
染
症
対

策
を
講
じ
な
が
ら
教
育
活
動
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

平
成
28
年
２
月
に
本
県
の
第
三
次
教
育

基
本
計
画
と
な
る
「
あ
い
ち
の
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
0
」
を
策
定
し
、学
校
、

地
域
、
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な

施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
今
年
２
月

に
「
県
立
高
等
学
校
教
育
推
進
実
施
計

画
（
第
２
期
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期

間
と
し
た
第
１
期
で
は
、
新
た
な
学
科

や
普
通
科
コ
ー
ス
の
設
置
、
外
部
人
材

の
活
用
等
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
２
期

で
は
、
社
会
の
変
化
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
今
年

４
月
に
渥
美
半
島
先
端
地
域
に
お
け
る

長
時
間
通
学
の
解
消
を
図
る
た
め
、「
愛

知
・
つ
な
が
り
プ
ラ
ン
2
0
2
3
」

に
基
づ
き
、
豊
橋
特
別
支
援
学
校
の
分

教
室
で
あ
る
「
潮
風
教
室
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

環
境
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
休
業
期
間
中
、
各
学

校
に
お
い
て
授
業
動
画
の
配
信
な
ど

様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
県

と
し
て
も
、
再
度
の
感
染
症
拡
大
に
備

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援
体

制
を
整
備
す
る
と
共
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
を
一
層
推
進
し
、
生
徒
の
学

び
を
保
証
す
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま

す
。

　

感
染
の
危
険
は
依
然
と
し
て
存
在
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ

学
校
、
地
域
、
家
庭
が
連
携
し
、
子
供

た
ち
の
安
心
と
安
全
を
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
は
、

地
域
連
携
を
推
進
す
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
今
後
と

も
県
教
育
委
員
会
の
施
策
に
対
し
ま
し

て
、
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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タ
テ
の
カ
ギ

①   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
。

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

②   

知
多
半
島
は
日
本
一
の
産
地
。
キ
ク
科

多
年
草
の
野
菜

③ 

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
で
有
名
な
国

⑤   

ド
ラ
イ
ブ
中
、
気
を
付
け
な
い
と
事
故

の
も
と

⑦   

狙
っ
た
所
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
ら
れ
な
い

や
ぁ
〜

⑩   

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
の
決
済
方
式
。

な
に
な
に
○
○

⑫   

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
。
永
遠

ヨコのカギ

① 夏のスポーツ。メッカ！田原市！
④ 頭を向けて寝ると縁起が悪い⁉
⑥   昔の人が使っていた雨に濡れるのを

防ぐもの
⑧ ハンガリーの作曲家、ピアニスト
⑨ ポーカーの役の一つ
⑪ わざとすること。また、その気持ち
⑫ スポーツくじ
⑬   物をのせて運ぶのに用いる縁の浅い

平たい器
⑭ 紙や布などの表面にできる細い筋目

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
８
月
２０
日
消
印
有
効
】

　

正
解
者
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
十
名

様
）
に
は
愛
知
県
立
愛
知
商
業
高
等
学
校

の
生
徒
が
商
業
科
目
「
商
品
開
発
」
を
通

じ
て
企
業
と
共
同
開
発
し
た
商
品
で
あ
る

食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
の「
す
こ
や
か
の
り
」

と
苺
と
蜂
蜜
を
使
用
し
た
「
蜜
ベ
リ
ー
」

各
一
個
を
セ
ッ
ト
で
発
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

　
　

愛
知
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
教
育
長　

長
谷
川　
　
　

洋

○定期総会（書面議決）報告
　令和２年５月29日（金）に開催を予定
しておりました今年度の愛知県公立高等
学校PTA連合会定期総会及び愛知県公立
高等学校PTA指導者研修会については、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防
止のため開催を中止し、議決事項である
五つの議案については書面による総会を
実施し、次のとおり承認をいただきまし
た。

〈第一号議案　令和元年度事業報告〉
〈第二号議案　令和元年度決算報告〉
　令和元年度の理事会、定期総会、広報・
健全育成委員会の報告、高Ｐ連だよりの
年３回の発行、５地区の研修会の実施状
況、東海、全国大会への参加状況等が報
告され、各会計の決算報告が承認されま
した。
 〈第三号議案　令和２年度役員〉
　県内５地区から選出された会長始め26
名の役員が承認されました。
　新四役の皆さん
　会　長　黒田　耕作（安城農林高校Ｐ）
　副会長　保永　真生（豊橋西高校Ｐ）
　副会長　西澤由香里（名古屋西高校Ｐ）
　副会長　霊池　恵量（一 宮 高 校 長）
　会　計　中根　知美（豊田東高校Ｐ）
　監　事　川口　　潤（半 田 高 校 Ｐ）
　監　事　河村　禎之（稲沢東高校長）

〈第四号議案　令和２年度事業計画〉
〈第五号議案　令和２年度予算〉
　令和２年度の事業計画及び予算が原案
どおり承認されました。

○  「互いに学び、楽しくつながるPTA活動」
表彰式・報告会
　例年、定期総会に合わせて実施をして
おりました「互いに学び、楽しくつなが
るPTA活動」表彰式及び発表会は、定期
総会開催予定日の５月29日（金）午後に、
規模を縮小して行いました。新旧四役と
愛知県教育委員会生涯学習課職員出席の
もと、各PTAからの投票により選ばれた、
碧南高校・三谷水産高校・三好特別支援
学校の各PTAを代表する皆様に御出席を
いただき、堀場会長から表彰状が授与さ
れ、各PTAの方から活動内容の御報告を
いただきました。

令和２年度　総会・PTA指導者研修会報告
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岡
崎
東
高
校
は
、
旧
東

海
道
の
宿
場
町
「
藤

川
宿
」
に
隣
接
し
た
、
岡
崎

市
東
部
の
風
光
明
媚
な
場
所

に
あ
り
ま
す
。
昭
和
50
年
４

月
に
第
一
回
生
を
迎
え
て
以

来
、
今
年
で
創
立
か
ら
46
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
20

年
に
普
通
科
か
ら
総
合
学
科

に
学
科
改
編
し
、
数
あ
る
総

合
学
科
の
中
で
も
『
進
学
型

総
合
学
科
』
と
し
て
地
域
の

期
待
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
一

年
生
は
芸
術
の
選
択
以
外
は

全
員
同
じ
教
科
・
科
目
を
履

修
し
ま
す
が
、
二
年
生
か
ら

は
、
生
徒
各
自
が
自
身
の
進

路
希
望
や
興
味
関
心
に
基
づ

い
て
授
業
を
選
択
し
て
『
自

分
だ
け
の
時
間
割
』
を
作
り

ま
す
。生
徒
は
日
々
学
習
に
、

部
活
動
に
、
行
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
と
、
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、

気
さ
く
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

ヤ
リ
高
の
名
で
親
し
ま

れ
る
本
校
は
平
成
30

年
度
に
百
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
全
日
制
普
通
科
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
創
造
科
と
定
時
制
普

通
科
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
質
実
剛
健
」
を
校
訓
と

し
、
一
宮
市
を
中
心
と
す
る

地
域
の
中
核
的
学
校
と
し
て

歩
ん
で
き
ま
し
た
。「
文
武

両
道
」
の
精
神
の
も
と
、
学

習
と
部
活
動
や
学
校
行
事
の

い
ず
れ
も
大
変
活
発
で
、
生

徒
は
生
き
生
き
と
し
た
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
創
造
科

は
前
身
の
被
服
科
か
ら
平

成
22
年
度
に
学
科
改
編
し
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
造
形
コ
ー
ス

と
子
ど
も
の
文
化
コ
ー
ス
を

選
択
履
修
す
る
こ
と
が
で

き
、
被
服
や
保
育
に
関
す
る

専
門
的
知
識
や
技
術
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
６
名

の
役
員
会
、
各
学
年
30
名
で

役
員
・
委
員
さ
ん
た
ち
の
御
協
力
に
よ

り
、
学
校
行
事
に
も
参
加
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
子
供
の
姿
を
見
て
い
ま
す
。

　

毎
年
５
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
始
ま

り
、
定
例
の
役
員
会
、
委
員
会
で
は
、

保
護
者
の
立
場
か
ら
、
学
校
へ
の
質
問

や
意
見
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
本
校

に
は
、
生
徒
指
導
と
進
路
指
導
の
二
つ

構
成
さ
れ
た
理
事
会
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
役
員
・
理
事
は
そ
れ
ぞ
れ

総
務
・
保
健
厚
生
・
進
路
・
体
育
文
化

の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
学
校
教
育
の

諸
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
保
護
者
に
開
か
れ
、
意
見
や

助
言
を
吸
収
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

目
指
し
、
役
員
会
や
理
事
会
、
学
年
別

懇
談
会
を
年
間
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
行
わ
れ
る

研
修
旅
行
に
は
毎
年
多
数
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
保
護
者
の
方
の
率
直
な

の
部
会
が
あ
り
、
生
徒
指
導
部
会
で
は
、

朝
の
登
校
時
に
通
学
路
や
校
門
で
交
通

安
全
と
い
じ
め
防
止
啓
発
の
声
掛
け
を

行
い
、
夏
休
み
に
は
校
外
補
導
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
進
路
指
導
部
会
で
は
、

模
試
等
の
集
金
業
務
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
秋
の
体
育
大
会
で
は
冷
た
い

飲
み
物
を
、
冬
の
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大

会
で
は
温
か
い
飲
み
物
を
生
徒
た
ち
に

配
り
、
返
っ
て
く
る
感
謝
の
声
に
私
た

ち
が
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

意
見
・
提
案
を
教
員
に
届
け
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
百
年
も
地
域
の
期
待
に
応
え
、

社
会
全
体
の
発
展
の
た
め
に
あ
り
続
け

る
学
校
を
目
指
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も

充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛知県立 岡崎東高等学校 PTA 愛知県立 一宮高等学校 PTA学 校 紹 介

○
令
和
２
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
功
労
者
表
彰

　

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
務
め
ら
れ
た
151

名
の
皆
様
に
対
し
て
表
彰
状
が
、
ま
た

連
合
会
役
員
を
務
め
ら
れ
た
12
名
の
皆

様
に
は
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
及
び
感
謝
状
は
、
学
校
に
配

達
さ
れ
ま
す
の
で
、
校
内
で
の
取
扱
い

に
ご
留
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
令
和
２
年
度
事
務
局
職
員

　

磯
谷
和
明
（
事
務
局
長
）

　

奥
村　

治

　

加
藤
恵
子

①
発
達
障
が
い
理
解
講
座（
基
礎
講
座
）

　
発
達
障
が
い
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
及
び
関
係
者
が
、
発
達
障
が
い

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
と
子
ど
も
へ

の
対
応
の
方
法
を
学
び
ま
す
。

　

月　

日
：
９
月
８
日
㈫

　

会　

場
：
愛
知
県
青
年
の
家

　
　
　
　
　
（
岡
崎
市
美
合
町
）

　

講　

師
：

同
朋
大
学　

准
教
授

　
　
　
　
　

臨
床
心
理
士　

石
牧
良
浩

　
募
集
期
間
：

８
月
11
日
㈫

　

〜
８
月
25
日
㈫

②
不
登
校
関
連
講
座 

　
（
集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
５
日
間
）

　
不
登
校
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
の
保
護

者
が
、
子
ど
も
悩
み
等
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
、
さ
ら
に
講
師
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
す
。。

　

月　

日
：

９
月
24
日
㈭
、
10
月
１
日
㈭
、

15
日
㈭
・
22
日
㈭
・
29
日
㈭

　

会　

場
：

愛
知
県
教
育
会
館

　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
中
区
）

○
８
月
18
日
㈫
〜
８
月
２3
日
㈰ 
1０
：
００
〜
18
：
００

　
　

＊
た
だ
し
、
21
日
㈮
は
20
：
00
、
23
日
㈰
は
15
：
00
ま
で

　

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｊ
（
入
場
無
料
）

　

美
術
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
の
作
品
展
示

　
　

＊

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
の
た
め
、
開
催

内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
1０
月
17
日
（
土
）
1２
：
００
〜
15
：
００

　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
入
場
無
料
）

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
関

心
の
あ
る
各
種
学
校
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
、
教
職
員
、

行
政
、
団
体
が
一

堂
に
会
す
る
「
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

交
流
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
の
活

動
事
例
発
表
や
基

調
講
演
等
を
通
し

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実

現
の
た
め
に
、
私

達
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
を
一
緒
に

考
え
ま
す
。

問
合
せ　

愛
知
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
（
０
５
２
）
９
５
４

−

６
７
８
０
・
６
７
８
１



（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

講　

師
：

公
認
心
理
師

　
　
　
　
　

臨
床
心
理
士　

野
田
美
帆

　
募
集
期
間
：

８
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
27
日
㈭

＊
＊
＊

〈
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー
の
共
通
事
項
〉

　
開
催
時
間
：

午
前
10
時
〜
正
午

　

定　

員
：
①
30
名　

②
10
名

　

参
加
料
：

無
料

　
申
込
方
法
：

当
財
団
㏋
申
込
フ
ォ
ー
ム
、

所
定
の
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送

問
合
せ

　

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
振
興
課

　

電
話　
0
５
２

−

２
４
２

−

１
５
８
８

　
　

公
益
財
団
法
人

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

か
ら
の
お
知
ら
せ

―愛知県高等学校総合文化祭―

令和２年度令和２年度

検
索

あ
い
ち
教
育
ス
ポ
ー
ツ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
伴
い
出
さ
れ
て
い
た

緊
急
事
態
宣
言
も
解
除

さ
れ
、
県
立
学
校
に
お

い
て
も
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
と
児
童
生
徒
の

安
全
確
保
に
努
め
な
が
ら
学
校
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
臨
時
休
校
措

置
の
長
期
化
や
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

変
更
等
に
よ
り
、
学
校
生
活
に
様
々
な

影
響
が
出
て
お
り
、
一
日
も
早
く
平
穏

な
日
常
に
戻
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

県
高
Ｐ
連
関
連
の
行
事
も
、
多
く
が

中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
と
な

り
、
例
年
と
は
異
な
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年
度
の
広
報

委
員
会
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
従
来

通
り
年
３
回
の
「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
の

発
行
と
、
「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ

な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
の
募
集
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ
な
が
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
度
に
応
募
方
法
等
の
変
更
を
し
ま
し

た
が
、
今
後
も
よ
り
良
い
活
動
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

編
集
後
記

　
広
報
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

愛知県高P連 検索
http://www.aichikoupren.org/

　

委
員
長　

保
永　

真
生
（
豊
橋
西
）

　

委　

員　

武
藤　

匡
宏
（
一　
　

宮
）

　
　
　
　
　

沼
田　

和
代
（
内　
　

海
）

　
　
　
　
　

森　
　

敦
子
（
愛
知
総
合
工
科
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

宗
和
（
岡
崎
東
）

PTA研修旅行PTA活動風景

学 校 風 景学　校　風　景

昨 年 度 の 様 子

昨 年 度 　 分 科 会

◆
今
年
度
は
部
門
を
限
定
し
た
特
別
開
催
で
す


